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概要

「好き」というのは感情であるから、目的ではない。だからこそ対象は「好きなもの」である必要がある。
（今回は 2次元 3次元問わずなんでも可とする）

前提

他人とのコミュニケーションを通して自分の好きなものをさらに好きになり、
参加者との親交や、新たな興味を深めることができるワークショップ。

ワークショップ 1回目

ワークショップ２回目

ワークショップ３回目

ワークショップを繰り返すことで、新しい「好き」が追加され、循環する。る



like

ワークショップ
一回目

ワークショップ
２回目
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つまり・・・　好きの循環！



ワークショップの方法



STEP1 自分が好きなものの名前と、それを好きである理由を一つカードに書く。



STEP２ ランダムで他の人のカードを一枚受け取る



STEP３　　受け取ったカードにかいてるものについて５分間調べる情報源はどこからでも ok ！（意図しない情報と出会うことが目的なため）



STEP４　　調べた情報を元に得た、そのものについての印象をカードに書き足す



STEP５　　STEP2 ~ STEP4 を数回繰り返す



STEP６　　何回か繰り返したら、自分のカードを強制的に自分のもとに返す。

自分の好きが他の人のコメントに
よって、意図しない姿に変わって戻ってくる！



体験者の声

【深まる】

推しと何回も初めましてができるんだ !!!!!

話
題

話
題

話
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推しへの感情の濃度が濃くなった！！！ !

沼の底が見えなくなった、、、

話すきっかけになった

他人の好きな人を知ることで最初の
コミュニケーションが取りやすかった！

もっと好きが増した！

【増す】 【コミュニケーション】


